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n=20）の 2群に分けることができた。Type Iニューロン群の平均軸索伝導速度は，Type IIニューロンのそ




唆された。一方，同刺激に対する Type IIニューロンおよび腎臓交感神経の応答性より，Type IIニューロン
は内臓・筋血管収縮線維のプレモータ・ニューロンであり，血管運動中枢ニューロンとして従来から知られ
ている RVLMニューロンに相当するものと考えられた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，延髄の心臓・血管運動中枢を構成するニューロンのうち，脊髄に投射し，交感神経節前線維の
活動を調節する延髄の吻側腹側網様体ニューロン群は機能的に異なるニューロン群によって構成されてお
り，このようなニューロン構成が，従来から知られてきた交感神経地域性反応を説明する中枢機構であると
いう仮説を単一ニューロンレベルから明らかにしたものである。これらは交感神経地域性反応の中枢機構解
明に重要な知見を与えるものであり，価値ある研究と考えられる。
　よって，著者は博士（神経科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
